
3 

(2) 第二次試験 

 ア 試験日     令和８年５月９日（土）又は 10日（日）のうち、第一次試験合格発表時に教育委員会が指定する１日 

 イ 試験会場    第一次試験合格発表時に横浜市教育委員会のホームページにてお知らせします。（会場は全て横浜市内です。） 

 ウ 集合時刻・   第一次試験合格発表時に横浜市教育委員会のホームページにてお知らせします。 

   持ち物等 

 エ 試験内容    (ｱ) 模擬授業 約 8 分 

             下表のとおり（昨年度の試験内容から変更がありますので、必ず確認してください。） 

           (ｲ) 個人面接 約 30 分 

             面接の中で模擬対応（場面指導）を２分程度実施します。 

 オ 最終合格発表日 令和８年６月中旬 

           ※詳細は第二次試験日に受験者へお知らせします。 

  【模擬授業】  

受験区分  模擬授業の試験内容  

小学 校  

 教科等の１単位時間の授業計画を立て、８分間の模擬授業を行ってください。（８分間には準備、片付けの時間

は含みません。） 

模擬授業テーマ（課題） 

小学校における教科の授業（特別の教科 道徳、外国語活動、総合的な学習の時間及び特別活動は除く。） 

【授業の設定】 

 学年、教科等については、自由に設定してください。ただし、朝の会等の短い時間や、個別支援学級（特別支

援学級）、通級指導教室の指定はできません。 

 面接員を児童生徒に見立てて授業をしてください。ただし、机間指導は禁止します。また、号令・あいさつなどは

不要です。授業そのものを行ってください。導入、展開、まとめのどの分節を取り出して行っても構いません。 

【実施の流れ】 

 授業を始める際に、学年、教科等を発表してください。詳細は、当日の指示に従ってください。 

【留意事項】 

１ 試験教室 

  普通教室で行う授業を想定してください。 

  試験教室内のホワイトボード及びホワイトボードマーカー（黒・赤）は使用していただいて構いません。 

２ 物品及び持込資料等 

 (1) 「模擬授業テーマ兼メモ用紙」（ホームページに様式掲載。Ａ４用紙１枚まで。両面印刷可。貼付禁止。）

は試験教室内に持込み可能です。なお、所定の様式を使用しない場合でも、Ａ４用紙１枚まで（両面印刷可。

貼付禁止。）を限度とします。この他の物品及び資料の持込みはできません。 

 (2) 持込資料は試験の開始前に監督員が確認させていただく場合があります。当日の指示に従ってください。 

 (3) 持込資料を見ながら授業を行っても構いません。面接員への提出は不要です。 

３ その他 

 (1) 面接員とは、授業の中での指示や発問等のやりとりをすることもできます。 

 (2) 試験教室内には机の置かれていない場所がありますが、その場所に面接員以外の児童生徒がいる想定で授

業を行っても構いません。ただし、その場合は、面接員以外の児童生徒とのやりとりのみで終わりとせず、

面接員とのやりとりも含めるようにしてください。 

 

５ 受験に際して必要な配慮  

 受験に際して配慮を希望する場合は、必ず申込みの際に配慮希望の欄にその旨を入力してください。状況に応じて、申込み後に個別に確認

し、配慮の内容や方法を決定します。 

６ 選考試験の結果通知・開示  

 合格者の受験番号は、合格発表の日から１週間程度、横浜市教育委員会のホームページに掲載します。順位等の通知方法については、別途

案内します。 

 なお、いかなる理由があっても、選考（適性検査（SPI3）の受検を含む）を欠席した場合や、受験資格を満たさない場合は、合否判定の対

象とせず、試験結果は通知しません。  




